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法政大学出版局　2017年10月24日配本　定価4212円（本体3900円＋税） 四六判上製・400頁
イラン・パペ 著／田浪 亜央江、早尾 貴紀 訳 《サピエンティア50》

パレスチナの民族浄化 イスラエル建国の暴力 ISBN978-4-588-60350-1 C1322

★★ イスラエル人の歴史家である著者は、イギリスやイスラエルの軍事・外交文書や政治家の日記、パレスチナ人の証
言など多彩な資料を駆使し、現代世界や中東情勢に影響を与え続ける組織的犯罪の真相を明らかにする。あのと
きパレスチナ全土でどのように住民は殺され、郷土を追われたのか。なぜ世界はそれを黙認したのか。当時の緊迫
した状況や錯綜する思惑、追いつめられる人々の姿を描き、現在の不条理を問う。 【中東現代史・戦争犯罪】

☆関連書：『イラン・パペ、パレスチナを語る』（つげ書房新社）、『ぼくの村は壁で囲まれた』（現代書館）ほか。

法政大学出版局　2017年10月25日配本　定価3672円（本体3400円＋税） 四六判上製・304頁
ノルベルト・エリアス 著／大平 章 訳 《叢書・ウニベルシタス1069》

エリアス回想録  ISBN978-4-588-01069-9 C1336

★ エリアスがその半生を率直な言葉で語ったロング・インタビューと、自身の学問に対する姿勢や若き日の思想形成
について綴った自伝的エッセイを収める回想録。ユダヤ系の上流社会に育ち、第一次世界大戦での従軍、ナチス
台頭によるフランス、イギリスへの亡命を経てついに主著『文明化の過程』執筆に着手したエリアスの証言は、大
戦期ドイツの社会変動とユダヤ系知識人の受難をなまなましく伝えるものである。 【社会学】

☆関連書：エリアス『文明化の過程（上・下）』『ドイツ人論』（以上、小局刊）ほか。

法政大学出版局　2017年10月下旬配本　定価2916円（本体2700円＋税） 四六判上製・216頁
ジル・ドゥルーズ、フェリックス・ガタリ 著／宇野 邦一  訳 《叢書・ウニベルシタス1068》

カフカ マイナー文学のために　〈新訳〉 ISBN978-4-588-01068-2 C1398

★★ 世紀の名著『アンチ・オイディプス』と『千のプラトー』の間に刊行された、すさまじい思考の生気が、宇野邦一氏
の新訳で蘇る！　ただ不条理を内向させるのではなく、あくまで闘うカフカ、書きながら、奇妙な戦いを続けたカフ
カ、悲劇ではなく喜劇、否定ではなく肯定、超越ではなく内在……。〈マイナー文学〉としてカフカを〈名作〉の囲いか
ら引きずりだし、生 し々く蠕動する〈過程〉そのものとして読み直す。 【哲学・文学】

☆関連書：ドゥルーズ『ベルクソニズム〈新訳〉』、『プルーストとシーニュ』、ガタリ『分子革命』（以上、小局刊）。
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法政大学出版局　2017年10月24日配本　定価3456円（本体3200円＋税） Ａ5判上製・286頁
串田 純一 著 

ハイデガーと生き物の問題  ISBN978-4-588-15083-8 C1010

★ 「動物は世界が貧しい」――この奇妙なテーゼを掲げたとき、20世紀最大の哲学者は何を見ていたのか。人間と
他の生き物の関係を問い、「生きている」とは何を意味するのかを問うたマルティン・ハイデガー。その巨大な思想
を「生き物」というかつてない観点から全面的に再構成する本書は、生をめぐる問いの根源に迫り、誰も見たことの
ない地平を出現させる。注目の気鋭が放つ待望の書。國分功一郎氏推薦！ 【哲学・思想】

☆関連書：Ｓ・クリッチリー＆Ｒ・シュールマン『ハイデガー『存在と時間』を読む』（小局刊）。


